
「第 3 次北秋田市総合計画（素案）」に係るパブリックコメント（意見募集）の結果について 

1. 意見募集の期間 

 令和７年 10 月 22 日（水曜日）～令和７年 11 月５日（水曜日） 

2. ご意見をご提出いただいた方 

 １名 

3. ご提出された意見等と当該意見等に対する市の考え方  

※意見の内容ごとに項目を区切り、それぞれに対する市の考え方を示す形式としております。 

 意見等の内容について 市の考え方について 素案への修正有無について
  北秋田市では働きたいと思

えるような職場の求人が少な
く、また低賃金で、車のローン
や維持費、冬場の光熱費や灯油
代が家計を圧迫し、経済的に生
活が困難であることが人口減
少の最大の要因ではないかと
思っています。 
 また冬場の通勤や買い物は
車で 10 分圏内でも命がけだっ
たり、高齢者や障害者、子供等
の交通弱者や、運転が得意では
ない人もいるので、県外にある
地下鉄やライトレール等の交
通インフラも取り入れて冬場
の移動はどちらも選べるよう
に整備したり、道路に融雪管を
整備してほしいです。

 働きたいと思える職場の選択肢や
賃金水準の課題については、企業の人
材確保とも関わる重要な課題であり、
引き続きリモートワークや多様な働
き方の推進、女性や若年層の就労支援
など、働き続けたいと思える環境づく
りに取り組んでまいります。 
 また、冬季の通勤・買い物など移動
に対する負担についても重要な視点
と受け止めております。 

本市では、冬季に限らず地域住民の
移動手段の確保を図るため既存の公
共交通路線の維持を図りながら、地域
に交通空白地域を生じさせないため
デマンド型乗合タクシー等の導入を
行い、利用実態・ニーズに応じて随時
見直しを図ってきております。引き続
き、利用実態等を踏まえ、地域の実情
に応じた新たな交通モードなども検
討しながら交通インフラの維持・確
保・改善を図ってまいります。 
 なお、融雪管など道路設備の整備に
ついては多額の費用を要し、市内道路
の老朽化への対応が喫緊の課題であ
ることから、現時点で整備計画はあり
ませんが、除排雪体制や維持管理の充
実を図り、暮らしやすい環境づくりに
努めてまいります。 

 雇用環境や公共交通に関す
る取り組みについて、既に「1-5-
3 安 定 し た 経 営 基 盤 の 確 保
（P.30）」や「4-3-1 公共交通の
維 持 ・ 確 保 と 利 便 性 向 上
（P.53）」の中で位置付けてい
るほか、冬季の移動手段につい
ても個別の明記はありません
が、「4-3-1 公共交通の維持・確
保と利便性向上（P.53）」の中で
包括的に扱っている内容とな
っております。 
 さらに、道路整備に関するご
意見につきましても、「4-2-2 冬
季期間の除雪対策（P.51）」の中
に取り組みの方向性として含
まれていることから、いずれも
素案内で一定の方向性として
示されているものとして、素案
の修正を行わないものとしま
す。



 意見等の内容について 市の考え方について 素案への修正有無について
  鷹巣の街中から市民病院へ

の道路が朝の通勤時間帯と重
なり渋滞するので、米代川を過
ぎるあたりから縄文小ケ田を
通って大野岱へ抜けられるよ
うにバイパス道路を造って市
民病院行きの道路と工業団地
への通勤道路を分けてもらい
たいです。 
 首都圏へのアクセスへの良
さや鉄道があることを活かし
県外や市外との行き来を増や
したり、文化や利便性のいいと
ころをもっと取り入れたまち
づくりをしてほしいです。

 米代川以南から縄文小ケ田を経由
し大野岱へ抜けるバイパス道路の整
備については、多額の費用や用地確
保、環境面への配慮など解決すべき課
題が多く、現時点では具体的な事業化
の予定はありませんが、交通量調査や
渋滞状況の把握に努め、今後の道路整
備を検討する際の参考とさせていた
だきます。 
 また、本市では鉄道や都市部へのア
クセスの良さを活かした移住・定住促
進や企業誘致などにも取り組んでお
り、文化や利便性を取り入れたまちづ
くりに関するご意見も、今後の地域振
興策の検討に際し、参考とさせていた
だきます。

 個別の記載はありませんが、
「4-2-3 インフラ施設の効率的
な維持管理（P.51）」に関する取
り組み内容の中で包括的に扱
っている内容であることから
修正は行わないものとします。 
 また、本意見に関連する内容
については、「重点目標の 3
（P.17）」において、「都市や世
界とつながり続けることで関
係人口とふるさと回帰を創出」
で考え方を既に示しておりま
す。以上を踏まえ、いただいた
ご意見は現行素案の方針と概
ね一致しているため、素案の修
正を行わないものとします。 

  プロパンだけではガス代が
高く特に冬場は高騰するので、
都市ガスを整備したり、課税世
帯でも年間 480 万円未満の所得
の低い家庭には冬場の光熱費、
灯油代の補助を出してほしい
です。

 近年の物価高騰により、課税・非課
税を問わず光熱費の負担が大きくな
っていることは市としても認識して
おります。特に、影響を受けやすい低
所得世帯への支援については重要な
課題であり、本市では国や県と連携し
ながら「非課税世帯への灯油購入助成
金」を実施するなど、冬季の負担軽減
に取り組んでおります。 
 引き続き、生活困窮世帯を含む支援
の必要性を把握しながら、国・県の動
向を踏まえた支援策の検討を進めて
まいります。

 課税世帯を含めた支援につ
いては、素案において個別の施
策を明記しているものではあ
りませんが、「生活困窮者への
支援」など福祉全体の枠組みの
中でその趣旨を包含している
ところであり、本件に関して素
案の修正は行わないものとし
ます。いただいたご意見は、こ
うした支援の必要性を再認識
するものとして受け止めてお
ります。 
 また、都市ガスの整備やエネ
ルギー供給体制に関する点に
つきましても、現段階における
計画の検討状況や実現可能性
が不透明であることから、今回
の素案について修正を行わな
いものとします。 
 
 
 



 意見等の内容について 市の考え方について 素案への修正有無について
  働く人の為の IT 講座や教室

等を実施してデジタル人材を
育成し、北秋田市に居住しなが
らパソコンで仕事ができるよ
うにしたり、町内会活動にも広
報誌をデジタル化したり、回覧
板等のお知らせにもグループ
ＬＩＮＥを取り入れたり、当番
制での義務感、負担感をなくし
ていけたらと思っています。

 IT 講座の実施やデジタル人材の育
成については、地域の働き方の選択肢
を広げ、多様な世代の就業機会の確保
にもつながる重要な取組であると認
識しております。市内では、鷹巣技術
専門校や民間事業者による PC・IT 講
座が実施されており、今後も市民の皆
様のニーズを伺いながら、在宅業務な
どに対応できる人材育成の機会づく
りに努めてまいります。 
 また、広報紙のデジタル化につきま
しては、現在は全戸配布を基本として
いますが、市ホームページで PDF 版
を公開しており、必要に応じて活用い
ただくことが可能です。

 「5-2-1 住民サービスの向上
と業務効率化に向けた DX の
推進（P.63）」の中で既に位置付
けている内容であることから、
素案の修正は行わないものと
します。 
 また、将来的な広報紙のデジ
タル化の必要性については市
としても認識しておりますの
で、今後の取組を進めるうえで
の参考とさせていただきます。 

さらに、市公式 LINE につい
ては現行仕様上、個別の回覧板
的な利用は難しい状況ですが、
今後は市公式 SNS やオンライ
ン申請の利用方法を学べる講
座の開催など、地域活動のデジ
タル化を支援する取組を検討
してまいります。 

  娯楽施設、買い物できる場
所、医療機関は診療科が少ない
ので誘致してもらいたいです。 
 映画館やファーストフード
店、おしゃれな服飾雑貨のお
店、動物と触れ合えるカフェ等
を誘致したり、スーパーも大き
いところが 2 つしかないのでテ
ラタを誘致したり、婦人科やコ
ンタクトレンズセンター、皮膚
科クリニックも誘致してもら
いたいです。 
 外食チェーン店では、牛丼の
まつや、山岡家ラーメンを誘致
してほしいです。 
 またシャッター街の空き店
舗の利活用について、リノベー
ション、リフォーム等の補助金
制度、開業、起業したい人向け
のセミナーや相談、支援事業な

空き店舗利活用事業として、令和 7
年度より店舗の改装等に係る費用を
対象としたリノベーション等の補助
を実施し、空き店舗の解消に努めてお
ります。 
 また、新規起業を目指している方に
対し起業に要する経費の一部を補助
しているほか、商工会と連携して創業
塾を開催して集団セミナーや個別フ
ォローを実施しておりますので、創業
者の求めるよりよい相談体制を整え
られるよう引き続き努めて参ります。

「1-3-1 商店街のにぎわい創出
（P.26）」や「1-5-1 新たな業
態・産業の誘致（P.30）」の中で
既に位置付けている内容であ
ることから、素案の修正は行わ
ないものとします。



 どを行い、支援制度の周知や安
心して起業や開業、独立できる
環境を整えてもらいたいです。

 意見等の内容について 市の考え方について 素案への修正有無について
 また「まちづくり懇談会」やタ

ウンミーティング、今回のよう
な意見募集等の機会を増やし
て市民の意見をどんどん取り
入れてもらいたいです。

本計画の策定にあたっては、公募によ
る一般市民の方の審議会への参画の
ほか、市民アンケート、市民・中学生
ワークショップなど、多様な世代や視
点からご意見をいただく機会を設け
ながら進めております。また、審議会
での議論や答申、市民の皆様からいた
だいたご意見を踏まえ、計画内容への
反映に取り組んでおります。 
 さらに、本市では、広く市民の皆様
からの声を伺うため、タウンミーティ
ングや「市民の声ポスト」等を通じて
日頃からご意見を募集しております。
引き続き、様々な機会や方法により、
広く広聴に努めてまいります。 
 今回お寄せいただいたご意見につ
きましても、今後の計画の推進過程に
おいて活かすとともに、市民参加のよ
りよい仕組みづくりに引き続き、努め
てまいります。

いただいた内容につきまして
は、記載内容の誤りや不足に対
する修正ではなく、ご意見とし
て頂戴しているものであるこ
とから、素案への追記・修正は
行いませんが、今後の取組を進
めるうえでの参考とさせてい
ただきます。


